
く
る
り
ん
ば
す
で
巡
る 

日
進
百
十
景

展
望
塔
か
ら
市
内
を
一
望
。展
望
塔
岩
崎
城
・
岩
崎
城
址
公
園

金
銀
の
夫
婦
木 

樹
齢
30
年
　北
折
さ
ん（
藤
塚
）

日
進
の
木
・
キ
ン
モ
ク
セ
イ
物
語

⬆キンモクセイ（右）とギンモクセイ（奥）を紹介する北折さん夫婦 ⬆ギンモクセイの白い花

　
国
道
１
５
３
号
線
の
大
通
り
か
ら
北

に
入
っ
た
藤
塚
の
閑
静
な
住
宅
地
に
、

キ
ン
モ
ク
セ
イ
と
ギ
ン
モ
ク
セ
イ
を
育

て
て
い
る
珍
し
い
お
宅
が
あ
っ
た
。

　
門
を
入
る
と
、
広
い
日
本
庭
園
の
２

カ
所
に
、
そ
れ
ぞ
れ
き
れ
い
に
剪
定
さ

れ
た
樹
高
３
㍍
と
４
㍍
ほ
ど
の
モ
ク
セ

イ
の
木
が
あ
っ
た
。
「
チ
ュ
ン
チ
ュ

ン
」
と
鳴
く
ス
ズ
メ
の
姿
も
見
え
、
心

が
安
ら
ぐ
。
い
っ
た
い
ど
ち
ら
が

「
金
」
で
ど
ち
ら
が
「
銀
」
の
木
な
の

か
。

　
「
小
さ
な
白
い
花
が
付
い
て
い
る
方

が
ギ
ン
モ
ク
セ
イ
で
す
。
最
初
は

『
金
』
が
大
き
か
っ
た
け
ど
『
銀
』
の

す
ぐ
隣
で
家
庭
菜
園
を
始
め
た
ら
ぐ
ん

ぐ
ん
伸
び
て
、
『
金
』
を
追
い
抜
き
ま

し
た
」
。
北
折
聖
浩
さ
ん
（
73
）
、
富

士
代
さ
ん
（
67
）
夫
婦
が
、
草
取
り
の

手
を
休
め
て
出
迎
え
て
く
れ
た
。
夫
婦

は
ち
ょ
う
ど
30
年
前
に
家
を
建
て
、
名

古
屋
か
ら
移
住
し
た
。
木
は
そ
の
頃
、

造
園
し
て
植
え
た
と
い
う
。

　
ギ
ン
モ
ク
セ
イ
は
キ
ン
モ
ク
セ
イ
と

同
じ
モ
ク
セ
イ
科
の
常
緑
樹
。
見
た
目

も
そ
っ
く
り
だ
が
大
き
な
違
い
は
花
だ
。

キ
ン
モ
ク
セ
イ
は
オ
レ
ン
ジ
色
の
花
を

10
月
頃
に
咲
か
せ
る
の
に
対
し
、
ギ
ン

モ
ク
セ
イ
は
年
に
数
回
白
い
花
を
咲
か

せ
、
ほ
の
か
な
甘
い
香
り
を
漂
わ
せ
る
。

　
夫
婦
が
日
進
に
住
み
始
め
た
当
時
、

地
域
に
は
子
育
て
中
の
同
年
代
の
人
が

多
か
っ
た
。
富
士
代
さ
ん
は
昨
日
の
こ

と
の
よ
う
に
覚
え
て
い
る
。
「
引
っ
越

し
て
き
た
頃
、
娘
は
ま
だ
小
学
６
年
生
。

卒
業
間
近
の
１
月
で
、
こ
こ
か
ら
名
古

屋
市
内
ま
で
地
下
鉄
と
バ
ス
で
通
わ
せ

ま
し
た
。
こ
の
辺
り
に
は
街
灯
が
ほ
と

ん
ど
な
く
て
、
と
て
も
怖
が
っ
て
い
ま

し
た
よ
」

　
赤
池
・
日
進
駅
周
辺
の
街
並
み
が
劇

的
に
変
わ
り
、
買
い
物
が
便
利
に
な
っ

た
こ
と
に
住
み
や
す
さ
を
実
感
し
て
い

る
。
一
方
、
今
も
変
わ
ら
な
い
景
色
は
、

国
道
の
反
対
側
に
あ
る
和
合
ゴ
ル
フ
場
。

毎
年
、
中
日
ク
ラ
ウ
ン
ズ
の
開
催
を
心

待
ち
に
し
て
い
る
。
聖
浩
さ
ん
は
「
今

年
も
最
終
日
に
17
番
の
池
越
え
の

シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
か
ら
、
大
歓
声
が
良

く
聞
こ
え
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
の
生
中
継

も
見
て
興
奮
し
ま
し
た
」
と
話
す
。

　
夫
婦
は
昔
か
ら
犬
好
き
で
、
７
年
前

ま
で
愛
犬
・
虎
太
郎
君
（
秋
田
犬
・

雄
）
を
飼
っ
て
い
た
。
庭
の
キ
ン
モ
ク

セ
イ
の
周
り
で
過
ご
し
て
い
た
姿
が
懐

か
し
く
、
木
に
は
家
族
の
思
い
出
が

ぎ
っ
し
り
と
詰
ま
っ
て
い
る
。
今
は
夫

婦
２
人
で
暮
ら
し
て
い
る
が
、
東
京
に

い
る
娘
の
家
族
ら
が
日
進
に
戻
る
計
画

も
あ
る
と
い
う
。

　
夫
婦
木
を
夫
婦
で
例
え
る
と
、

『
金
』
は
夫
で
『
銀
』
は
妻
。
富
士
代

さ
ん
は
言
う
。
「
孫
た
ち
と
の
に
ぎ
や

か
な
生
活
も
楽
し
み
。
『
銀
』
が
あ
ま

り
に
大
き
い
と
、
家
で
私
が
強
い
と
思

わ
れ
る
の
で
困
る
ん
で
す
（
笑
）
。
わ

が
家
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
は
キ
ン
モ
ク

セ
イ
で
す
か
ら
」
（
広
）

　
岩
崎
交
差
点
の
近
く
、
山
の
上

に
見
え
る
展
望
塔
が
印
象
深
い
の

が
岩
崎
城
址
公
園
で
す
。

　
同
公
園
内
に
は
15
世
紀
末
ご
ろ

に
築
か
れ
た
と
さ
れ
る
岩
崎
城
が

か
つ
て
そ
び
え
て
お
り
、
天
正
12

（
１
５
８
４
）
年
、
羽
柴
（
後
の

豊
臣
）
秀
吉
と
徳
川
家
康
・
織
田

信
雄
の
連
合
軍
が
戦
っ
た
「
小

牧
・
長
久
手
の
戦
い
」
で
は
、
そ

の
勝
敗
を
左
右
し
た
重
要
な
場
所

だ
っ
た
と
さ
れ
、
市
内
で
戦
国
時

代
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
が
で
き

る
場
所
の
一
つ
で
す
。

　
同
城
は
天
下
統
一
を
目
指
し
た

織
田
信
長
の
父
織
田
信
秀
の
支
城

で
、
後
に
本
郷
城
の
城
主
だ
っ
た

丹
羽
氏
清
が
移
り
住
み
、
以
後
丹

羽
氏
の
居
城
と
な
り
ま
し
た
。
丹

羽
氏
は
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
で
、

犬
山
方
面
か
ら
岡
崎
を
目
指
し
て

進
軍
し
た
羽
柴
方
の
軍
勢
を
阻
止

し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
結
果
、
同

城
は
落
城
し
ま
し
た
が
、
一
族
を

あ
げ
た
そ
の
働
き
は
、
後
の
関
ケ

原
の
合
戦
の
功
績
と
あ
わ
せ
て
徳

川
氏
に
認
め
ら
れ
、
一
万
石
の
大

名
に
な
り
ま
し
た
。
居
城
は
三
河

国
・
伊
保
（
現
豊
田
市
内
）
へ
と

移
り
、
同
城
は
廃
城
し
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
山
城
だ
っ
た
と
さ
れ
る
同
城
で

す
が
、
昭
和
62
年
に
は
地
元
住
民

の
象
徴
と
し
て
、
一
般
的
な
近
世

城
郭
を
参
考
に
展
望
塔
岩
崎
城
が

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
展
望
塔
か
ら

は
岩
崎
町
か
ら
南
方
面
を
見
渡
す

こ
と
が
で
き
、
桜
が
咲
き
誇
る
毎

年
４
月
に
は
「
日
進
市
岩
崎
城
春

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の

人
が
足
を
運
ぶ
観
光
名
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。

⬇同公園入り口から展望塔に
向かう道の脇にはアジサイが
植えられています。春先の桜だ
けでなく、６月頃には見頃を迎
えた青・紫・白色の花が目を楽
しませます。

⬅公園内の岩崎城歴史記念館では、丹羽氏が身にまとった
甲冑（複製）などを展示しています。館内ではその他、岩崎城
にまつわる「横山の戦い」「岩崎の戦い」のジオラマや岩崎町
に伝わる民話の映像を見ることができます。
岩崎城歴史記念館  住岩崎町市場67　☎0561-73-8825
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